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予選 全10種目。1種目1回制の10点満点で予選を行う。

（予選は変更ありません） 全員がトーナメントに参加でき、予選の結果によりトーナメント位置を配置する。

トーナメント位置は予選順位で決定する。同順位の場合は抽選番号の若い選手を上位に扱う。

トーナメント １対１の対戦トーナメント方式

決勝以外（３決含む） 　トーナメントの左側、もしくは上側に位置する選手が先攻となる。

★1種目2回制（3回制ではない） ・3本先取した選手の勝ち。最大4種目まで。

・4種目終了時に本数の多い選手の勝ち。

・4種目終了時に同点の場合にタイム競技を実施する。

・3種目終了時に2対0の場合は、そこで得点の多い選手の勝ち。

トーナメント ・4本先取した選手の勝ち。最大6種目まで。

決勝戦 ・6種目終了時に本数の多い選手の勝ち。

★1種目2回制（3回制ではない） ・6種目終了時に同点の場合にタイム競技を実施する。

・4種目終了時に3対0の場合は、そこで得点の多い選手の勝ち。

・5種目終了時に3対1、もしくは2対0の場合は、そこで得点の多い選手の勝ち。

※けん玉検査を実施します。全日本選手権などの公式戦と同様の「公式戦使用けん玉規程」に従います。

全体を通じて

・けん、玉のにぎり直しは不可（持ち替え中はＯＫ）
・途中静止は１秒目安で確実に、けん玉と体を止める。

　→　難易度の高い技ばかりなので、途中静止が甘くなりがち。要注意
・けん先が玉の穴に、玉の穴がけん先に完全に入ること。

種目 注意事項 備考

たけうま～すくいけん

Stilts-stuntplane

つるし玉つきさし

Hanging Downspike

つるし二回転灯台～二回転とんぼ返り

Hanging 2-Turn Lighthouse 2-Turn Lighthouse Flip

二回転飛行機～二回転はねけん

2-Turn Airplane-2-Turn J-stick

宇宙遊泳～一回転月面着陸

Spacewalk 1-Turn Lunar

銀河系一周

Around the Galaxy

極意渡り

Slip Grip Special-Base Cup Stall

灯台返し～1.5回転スワップけん

Tap Airplane-1.5-Trade Spike

裏世界一周（月面～小皿月面～灯台～さか落とし）

Inward Lunar-Lunar-Lighthouse-Fall in

飛行機～タップ裏はねけん

Airplane-Tap Reverse J-Stick

動画はこちらで確認できます→ https://www.youtube.com/watch?v=7nVm12CoHgM
※動画中の銀河系一周の途中静止（中皿～うぐいすの静止、回転うぐいすの静止）は判定がわ

れることが予想される例です。動画の例以上に確実に静止して下さい。

３種目タイム競技 とめけん３回　→　飛行機３回　→　ふりけん３回
連続３回成功させる必要はない。ただし３回成功した後に次ぎの技に移ること。技の順

序は入れ替え不可。（【例】とめけん3回→ふりけん3回→飛行機3回はできない）

10 ・タップした後にけんが向こう側に１回転すること。

競技の流れと種目ごとトピックス一覧表

8
・持ち替え時にけんが1.5回転すること。（0.5回転ではない）

・持ち替え後は皿胴をつかまないこと。

・灯台返しには2パターンある※。どちらも可。

※けんを前方に振り出し、１/２回転してけん先が下を向いている状態のときに、軽くけん尻に

玉をあて（けんは回転させずに）、けん先を玉の穴に入れるやりかた。けんが回転してすくいけ

んにならないこと。

9
・途中静止（けん玉も体も）を確実に。

・玉のにぎりなおしは認めない。あくまでけん玉道のルールで統一する。

・（小皿）月面着陸時のけん先の向きは問わない。

・小皿月面～月面、月面～灯台に移行する際のけんの回転方向、向きは問わない。

・小皿月面～月面、月面～小皿月面の順はどちらでもよい。ただし最後は灯台～さかおとしに

なること。

6 ・途中静止（けん玉も体も）を確実に。
・うぐいすは大皿のふちでも小皿のふちでもよいが、技を通して同一の皿のふちで行うこと。

・４０秒ルールはこの種目に限り６０秒まで拡大。

7 ・途中静止（けん玉も体も）を確実に。 中皿極意～すべり止め極意の順でもよい

4

・けん先が完全に玉の穴に入ること。

　（飛行機完成時、はねけん完成時ともに）

・手首ひねりは１回まで。

5
・月面着陸時に皿胴が指に触れないこと。

・予選では１５秒ルールは適用しない。

・月面着陸は大皿、小皿どちらもOK.

・審判の死角に入ると失敗。

（トーナメントでは３人の目があるのでおそらく問題ないとは思います）

2

・玉つきさしになっていること。（水平まではＯＫ）

・持ち替え後、皿胴をつかんでもＯＫ。

・つるした状態からけんを半回転させるときの、けんの回転方向は問わな

い。

・右利きの場合、けんが右・玉が左でスタートすること。（つるしとめけんと同じ）

3
・持ち替え後は玉をにぎり直さないこと。

・途中静止（けん玉も体も）を確実に。

競技の流れ（2024年と同様です　→　2023年までの方式からは変更されています）

種目ごとトピックス

1
・すくいけんになっていること。（水平まではＯＫ）

・たけうま成功→すくいけんに移行する際、けんの回転方向は問わない。

・たけうまは大皿のふち、小皿のふち、どちらもOK

・たけうまで静止の際、けん先の向きは問わない。

https://www.youtube.com/watch?v=7nVm12CoHgM

